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文
化
・
交
流

健
康
・
福
祉

申
込
・
問　

２
月
４
日
（
日
）
か
ら
直
接
、

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８・
０
１
８
９
）

ア
ル
カ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル 

ウ
ィ
ナ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
ル
カ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
グ
ラ

ン
プ
リ
及
び
各
部
門
で
第
１
位
を
獲
得
し

た
入
賞
者
た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
開
演
（
開
場
は
午
後
１
時
）

▽
場
所　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
自
由
席
）

▽
入
場
料　

１
０
０
０
円

※
①
チ
ケ
ッ
ト
（
参
加
協
力
金
を
含
む
プ

ロ
グ
ラ
ム
引
換
券
）
は
、２
月
１
日
（
木
）

か
ら
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
（
空
き
が
あ
る
と

き
は
、
当
日
会
場
）
で
販
売
し
ま
す
②
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
ス
ポ
ー

ツ
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

生
涯
学
習

ま
ち
の
せ
ん
せ
い
体
験
講
座

∧
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
∨

　

３
月
５
日
～
19
日
の
毎
週
月
曜
日
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
計
３
回
）、
市

立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
新
館
２
階
和
室
１
、
生

後
１
か
月
健
診
後
～
1
歳
の
子
ど
も
15
人

（
申
込
順
）、
参
加
費
各
回
５
０
０
円
（
オ

イ
ル
代
）、
バ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
。

申
込
・
問　

電
話
で
社
会
教
育
課
（
☎
８

１
３
・
０
０
７
６
）

成
人
教
育
講
座

∧
折
り
紙
講
習
会
∨

　

２
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
東
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
多
目
的
室
、
桃
の
節
句
の
ひ
な
飾
り

を
モ
チ
ー
フ
に
作
り
ま
す
、
市
内
在
住
・

在
職
・
在
学
の
20
歳
以
上
の
人
20
人
（
申

込
順
）、
参
加
費
３
０
０
円
。

申
込　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
参
加
費
を

持
っ
て
直
接
、
市
立
東
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
☎
８
３
２
・
３
７
９
１
）

∧
「
料
理
教
室
」

～
シ
ェ
フ
直
伝
の
オ
ム
ラ
イ
ス
作
り
～
∨

　

３
月
５
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
1

時
、
市
立
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料
理
室
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
20

歳
以
上
の
人
20
人
（
申
込
順
）、
参
加
費

８
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ

ル
・
布
巾
が
必
要
。

申
込　

２
月
14
日
（
水
）
か
ら
参
加
費
を

持
っ
て
直
接
、
市
立
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
☎
８
３
３
・
０
１
２
０
）

∧
誰
で
も
で
き
る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
講
習
会
∨

　「ねやがわ寝屋の森子ど
も園」（寝屋一丁目）と「も
くれん保育園」（錦町）の
スタッフたちが考案した料
理54種を紹介する本です。
「さつま芋とれん根の鶏
そぼろあんかけ」「じゃこ
ピーマンのせスライスポテ
ト」……。一見、子どもが喜
びそうな献立ではありませ
ん。でも、給食に出ると園
児たちはきれいに平らげる
のだそうです。
　そもそもは４年余り前の
給食メニューの打ち合わ
せ。園で作った野菜をもっ
と使い、できれば家庭でも
食べてもらえないか、と話
題になりました。田中啓昭
さん（48歳）は、両園を運
営する社会福祉法人の理事
長として出席。そのとき、

ふと発した一言、「保育園
のオリジナル料理を考え
るってどう？家でも作れる
ような」が、全ての始まり
でした。
　両園では、子どもたちの
「生きる力」を育もうと、
地元の農家の協力で米や野
菜を作り、それを食べる食
育に力を入れています。保
育士らスタッフが乗り気に
なり、給食調理会社、出版
社も巻き込んだプロジェク
トになりました。
　まず園の作物を使うこ
と、子どもにも大人にもお
いしくて、忙しい保護者も
作りやすく、調理の際に子
どもがちょっとでも参加で
きる献立、といったハード
ルを設定。園の仕事の合間
に200種の料理を考え、試
食を重ねて54種に絞り込む
までに２年かかりました。
作り方を分かりやすく紹介
する文章を書き、そこに込
めた思いや経緯をまとめる
編集に更に２年かけ、よう
やく平成29年８月下旬、出
版にこぎ着けました。
　田中さんは「トマトや
ピーマンが嫌いだった子
どもたちが、自分たちの
育てた野菜ならもりもり
食べるんです。子どもた
ちのそんな成長を見て、
私たちは毎日、感動して
います。この本が、子ど
もを産み育てる感動を社
会にもっと知ってもらう
きっかけになればうれし
い」と期待しています。

中塚昌昭さん子どもたちが育てた 
野菜や米のレシピ集 

「 保 育 園 産 の 米 」 
（パレード刊）を出版

田中 啓昭さん
（寝屋一丁目）

給食の時間、園児を見守る田中さん


